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私
の
テ
ー
マ

2
0
1
3
年
4
月
2
日
、
高
知
を
ス

タ
ー
ト
し
て
神
戸
で
一
人
加
わ
り
三
名

で
名
古
屋
へ
行
く
こ
と
と
な
っ
た
。
現

代
龍
馬
学
会
の
会
長
で
あ
っ
た
故
永
国

淳
哉
氏
と
理
事
の
小
島
一
男
氏
と
私
で

あ
る
。
事
の
発
端
は
、
永
国
氏
に
『
土

居
晴
夫
先
生
は
ご
健
在
で
す
か
？
』
と

問
う
と
、『
神
戸
に
お
る
に
か
わ
ら
ん
。』

と
い
う
こ
と
で
、『
私
は
毎
月
京
都
へ
出

張
し
て
い
ま
す
の
で
お
会
い
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。』
と
い
う

こ
と
で
連
絡
先
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。

さ
っ
そ
く
電
話
を
し
て
み
る
と
娘
さ
ん

が
出
て
、
父
は
今
名
古
屋
の
病
院
に
い

ま
す
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
今
度
は
教
え

て
も
ら
っ
た
電
話
番
号
で
土
居
氏
に
か

け
て
み
る
と
快
く
承
諾
を
頂
い
た
。
４

月
２
日
早
朝
、
永
国
氏
と
共
に
高
知
を

出
発
。
神
戸
で
小
島
氏
を
拾
い
愛
知
の

清
須
市
に
あ
る
満
天
星
と
い
う
高
齢
者

施
設
へ
向
か
っ
た
。
道
中
永
国
氏
は
風

邪
を
ひ
い
て
い
て
最
悪
の
コ
ン
デ
シ
ョ

ン
の
中
で
、
薄
暗
く
な
っ
た
夕
刻
に
満

天
星
に
た
ど
り
つ
い
た
の
だ
っ
た
。

龍
馬
の
実
像
を
把
握
で
き
た
第
一
人
者

途
中
到
着
時
間
を
お
知
ら
せ
し
て
施

設
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
階
を
上
が
っ

た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
ド
ア
が
開
き
一

歩
踏
み
出
し
右
側
を
見
る
と
、
車
椅
子

に
座
っ
た
土
居
晴
夫
氏
の
鋭
い
視
線
が

あ
っ
た
。
90
歳
と
は
思
え
な
い
眼
力
が

あ
る
。
氏
は
定
年
後
、
九
州
か
ら
北
海

道
ま
で
自
身
の
血
縁
に
あ
た
る
坂
本
龍

馬
の
足
跡
を
辿
っ
て
行
っ
た
と
の
こ
と

だ
っ
た
。ま
た
、龍
馬
の
近
況
を
知
る
祖

父
母
や
両
親
の
話
も
伝
え
聞
い
て
い
た

と
の
こ
と
で
、
な
か
な
か
興
味
深
い
話

が
あ
っ
た
。
龍
馬
に
関
す
る
書
籍
販
売

は
あ
ま
り
に
も
多
い
。
し
か
し
な
が
ら

身
内
し
か
知
り
え
な
い
こ
と
を
考
え
る

と
、
近
年
で
は
龍
馬
の
実
像
を
把
握
で

き
た
第
一
人
者
か
と
思
わ
れ
る
。
土
居

氏
の
話
は
、
周
り
の
近
況
、
歳
に
伴
う

健
康
の
こ
と
な
ど
た
わ
い
も
な
い
話
か

ら
始
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
私
か
ら
『
二

代
目
彦
三
郎
の
妻
は
大
和
国
吉
野
か
ら

来
た
ん
で
す
よ
ね
』
と
切
り
出
す
と
、

お
か
阿
と
も
言
う
姉
娘
と
男
子
一
人
を

伴
い
土
佐
へ
落
ち
て
き
た
！
と
の
話
か

ら
だ
ん
だ
ん
熱
を
帯
び
て
き
て
、
そ
れ

ま
で
風
邪
で
元
気
の
な
か
っ
た
永
国
氏

の
声
の
ボ
ル
テ
ー
ジ
が
上
が
っ
て
い
っ

た
。

末
裔
説

初
代
太
郎
五
郎
は
１
５
８
８
年
の
長

宗
我
部
元
親
の
地
検
帳
に
あ
る
が
、
そ

の
前
は
全
く
不
明
だ
。
先
祖
書
の
記
述

に
は
、
太
郎
五
郎
が
山
城
の
国
（
京
都

府
）
か
ら
土
佐
に
来
た
の
は
弘
治
・
永

禄
の
こ
ろ
、
1
5
5
5
年
か
ら
69
年

と
あ
る
そ
う
だ
。
明
智
氏
の
末
裔
説

が
あ
る
が
、
明
智
氏
滅
亡
は
天
正
10

年
（
1
5
8
2
年
）
な
の
で
、
息
子

彦
三
郎
（
先
祖
書
記
載
に
は
元
亀
2
年

1
5
7
1
年
生
ま
れ
と
あ
る
。）
も
す

で
に
12
歳
に
な
っ
て
い
る
。
わ
た
し
が

土
居
氏
に
お
聞
き
し
た
か
っ
た
の
は
其

の
辺
り
で
あ
っ
た
。

彦
三
郎
の
妻
お
か
阿
は
大
和
国
吉
野

の
住
人
須
藤
加
賀
守
の
女
と
記
さ
れ
て

い
る
だ
け
で
出
生
は
定
か
で
な
い
。
父

太
郎
五
郎
は
も
と
も
と
才
谷
の
一
農
民

で
あ
っ
た
な
ら
、息
子
彦
三
郎
の
嫁（
お

か
阿
の
妹
）
が
戦
乱
を
避
け
て
わ
ざ
わ

ざ
大
和
国
か
ら
田
舎
才
谷
へ
や
っ
て
き

た
と
こ
と
が
、
私
に
は
不
自
然
に
思
え

る
。
そ
し
て
、
彦
三
郎
の
子
三
代
目
太

郎
左
衛
門
の
次
男
八
兵
衛
が
土
佐
の
城

下
へ
出
て
、
１
６
６
６
年
に
借
家
で
質

屋
・
才
谷
屋
を
創
業
し
た
の
で
あ
る
。そ

れ
か
ら
11
年
後
に
は
筋
向
い
で
酒
造
業

を
始
め
、
さ
ら
に
17
年
後
の
1
6
9
4

年
に
は
別
棟
で
諸
品
売
買
の
店
を
開
業

し
て
い
く
の
で
あ
る
。

才
谷
屋
の
成
り
立
ち

私
も
25
歳
の
時
京
都
で
独
立
。
そ
の

3
年
後
に
身
内
や
知
り
合
い

の
全
く
無
い
高
知
で
呉
服
店

を
開
業
し
た
が
、
人
と
の
信
用

や
関
わ
り
に
は
20
～
30
年
の

月
日
を
要
し
た
。
ま
ず
商
売
は

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
始

ま
る
の
で
、
広
報
手
段
の
少
な

い
時
代
に
信
用
を
勝
ち
得
る

に
は
、
さ
ら
な
る
年
月
を
要
し

た
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
ん
な
話
の
展
開
で
２
時

間
が
経
過
し
て
い
た
。
才
谷
と

い
う
在
所
は
恵
ま
れ
た
土
地

と
は
言
え
な
い
。
才
谷
屋
初
代

八
兵
衛
の
開
業
資
金
！
11
年
後
の
酒
造

業
に
は
広
い
土
地
と
米
麴
職
人
が
必
要

で
あ
る
。私
は
、才
谷
屋
の
成
り
立
ち
辺

り
の
話
に
終
始
し
た
が
、
土
居
先
生
は

快
く
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
の
時
！

風
邪
で
元
気
の
無
か
っ
た
永
国
氏
の
ボ

ル
テ
ー
ジ
は
上
が
っ
た
ま
ま
で
2
時
間

以
上
経
過
し
た
の
で
、
私
の
方
か
ら
土

居
先
生
と
永
国
先
生
に
お
礼
を
述
べ
満

天
星
を
あ
と
に
し
た
。

翌
日
、
三
名
は
京
都
へ
向
か
い
、
五

条
か
ら
鴨
川
沿
い
に
上
が
り
木
屋
町
通

り
付
近
に
あ
る
薩
摩
藩
邸
跡
や
長
州
藩

邸
跡
、
最
後
に
土
佐
藩
邸
跡
へ
と
下
っ

て
行
っ
た
。
私
も
40
年
来
、
月
初
め
に

京
都
に
い
る
が
、
そ
の
年
の
桜
は
見
事

で
あ
っ
た
。
永
国
先
生
は
鮮
や
か
な
桜

並
木
を
見
て
、『
こ
ん
な
見
事
な
桜
は
初

め
て
じ
ゃ
！
見
納
め
に
な
る
か
も
し
れ

ん
の
う
。』
と
い
う
言
葉
を
残
し
、そ
の

年
の
秋
に
長
い
眠
り
に
つ
か
れ
た
。

2013年4月2日　土居晴夫先生（中央）を囲んで（筆者右端）
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ら
大
石
神
影
流
陰
之
巻
に
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。「
十
八
歳
の
時
ニ
至
リ
ヨ

ク
ヨ
ク
考
ル
ニ
刀
ノ
先
尖
ハ
突
筈
ノ
モ

ノ
ナ
リ
、胴
ハ
切
ヘ
キ
ノ
処
ナ
ル
ニ
、突

ス
胴
切
ナ
ク
テ
ハ
突
筈
之
刀
ニ
テ
突
ス

切
ヘ
キ
ノ
胴
ヲ
切
ス
大
切
ノ
間
合
ワ
カ

リ
カ
子
ル
ナ
リ
、
コ
ノ
故
ニ
鉄
面
、
腹

巻
合
セ
手
内
コ
シ
ラ
ヘ
諸
手
片
手
突
胴

切
ノ
業
ヲ
初
タ
リ
、
其
後
江
都
ニ
登
リ

右
ノ
業
ヲ
試
ミ
ル
ニ
相
合
人
々
皆
キ
フ

ク
シ
テ
今
ハ
大
日
本
国
中
ニ
廣
マ
リ
タ

リ
、
夫
ヨ
リ
突
手
胴
切
之
手
カ
ス
ヲ
コ

シ
ラ
ヘ
大
石
神
影
流
ト
改
ル
ナ
リ
、
シ

カ
ル
上
ハ
諸
手
片
手
突
胴
切
ノ
試
合
ヲ

學
者
ハ
イ
ヨ
イ
ヨ
吾
コ
ソ
元
祖
タ
ル
ヲ

知
ヘ
シ
」
つ
ま
り
大
石
進
種
次
が
試
合

で
始
め
た
諸
手
突
、
片
手
突
、
胴
切
の

技
は
流
派
を
超
え
て
取
り
入
れ
ら
れ
、

ま
た
そ
の
先
進
的
な
竹
刀
や
面
、
胴
な

ど
も
他
流
派
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

大
石
神
影
流
と
長
州
藩

長
州
藩
の
剣
術
は
形
稽
古
の
み
で

試
合
稽
古
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

試
合
稽
古
導
入
の
た
め
天
保
10
年
に

新
陰
流
剣
術
師
範
の
内
藤
作
兵
衛
が

大
石
神
影
流
剣
術
か
ら
見
た
幕
末
の
縁え

に
し

柳
河
藩
の
大
石
神
影
流
剣
術
は
幕

末
の
剣
術
を
改
革
し
た
新
し
い
剣
術

流
派
で
あ
っ
た
。
流
祖
の
大
石
進
種
次

（
１
７
９
８
ー
１
８
６
３
）
は
他
流
試

合
で
そ
の
名
を
知
ら
れ
、
７
尺
の
身
長

に
み
あ
う
５
尺
３
寸
の
竹
刀
を
用
い

た
た
め
に
試
合
に
勝
つ
た
め
だ
け
の

流
派
で
あ
っ
た
と
誤
解
さ
れ
る
こ
と

も
多
い
流
派
で
あ
る
。
し
か
し
大
石
家

の
『
諸
国
門
人
姓
名
録
』
に
は
、
他
藩

の
門
人
の
姓
名
が
き
わ
め
て
多
い
。
幕

末
、
大
石
神
影
流
を
中
心
と
し
た
縁
が

ど
の
よ
う
に
存
在
し
た
の
か
を
み
て

み
た
い
。大

石
神
影
流
と
は

流
祖
の
大
石
進
種
次
は
祖
父
遊
釼

よ
り
大
嶋
流
槍
術
と
愛
洲
陰
流
剣
術

を
学
ん
だ
。
遊
釼
の
師
村
上
傳
次
左
衛

門
は
宝
暦
の
初
め
こ
ろ
柳
河
藩
の
剣

術
師
範
を
め
ざ
し
た
嶋
原
藩
浪
人
黒

木
四
郎
太
と
試
合
し
首
尾
よ
く
こ
と

を
収
め
て
お
り
、
柳
河
藩
で
は
こ
の
当

時
か
ら
他
流
試
合
を
行
っ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
江
戸
で
他
流
試
合
が
盛

ん
に
な
っ
た
の
は
天
保
の
改
革
以
降

の
こ
と
で
あ
る
。
愛
洲
陰
流
の
試
合
稽

古
に
用
い
る
防
具
は
竹
で
作
っ
た
面

と
革
手
袋
、
長
さ
の
き
ま
っ
た
袋
撓
で

あ
っ
た
。
身
長
７
尺
で
大
力
で
あ
っ
た

種
次
は
防
具
を
改
良
し
突
技
が
で
き

る
よ
う
に
面
金
を
鉄
と
し
中
央
を
盛

り
上
が
ら
せ
、
ま
た
打
撃
に
耐
え
る
よ

う
胴
を
厚
い
革
で
作
っ
た
。
用
い
る
刀

や
竹
刀
は
身
長
力
量
に
応
じ
て
変
わ

る
べ
き
も
の
と
し
、
袋
撓
で
は
長
く
で

き
な
い
た
め
現
在
用
い
ら
れ
て
い
る

竹
刀
の
原
型
を
孟
宗
竹
の
節
の
多
い

根
本
で
作
り
こ
れ
を
用
い
た
。
身
長
が

７
尺
で
あ
っ
た
種
次
は
5
尺
3
寸
の

竹
刀
を
使
っ
た
。

大
石
進
種
次
の
名
を
全
国
的
に
有
名

に
し
た
の
は
天
保
３
年
（
１
８
３
２
）

の
出
府
で
あ
る
。
当
時
江
戸
で
は
勝
海

舟
の
又
従
兄
弟
で
あ
る
男
谷
精
一
郎

が
他
流
試
合
を
行
っ
て
い
た
。
江
戸
の

柳
河
藩
邸
の
師
範
が
男
谷
と
試
合
を

し
た
が
は
か
ば
か
し
く
な
か
っ
た
た

め
大
石
進
種
次
は
男
谷
と
の
試
合
の

た
め
に
出
府
を
命
じ
ら
れ
た
。
こ
の
時

の
男
谷
と
の
試
合
や
他
の
剣
術
師
範

と
の
試
合
内
容
に
関
す
る
古
文
書
は

み
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
直
心
影
流
の

藤
川
整
斎
の
『
長
月
物
語
』
に
「
誠
に

こ
の
人
英
雄
豪
傑
と
み
へ
た
り
」
と
あ

り
、
江
戸
の
多
く
の
流
派
が
突
技
を
用

い
始
め
、
袋
撓
か
ら
長
寸
の
竹
刀
へ
と

変
更
し
て
い
る
こ
と
か
ら
江
戸
の
剣

術
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と

が
わ
か
る
。

次
に
大
石
進
種
次
が
出
府
し
た
の

は
天
保
10
年
か
ら
翌
11
年
に
か
け
て

の
こ
と
で
あ
る
。
水
野
忠
邦
の
要
請
に

よ
っ
た
。
こ
の
と
き
種
次
は
記
録
に
残

る
だ
け
で
も
水
野
忠
邦
の
前
で
日
を

分
け
て
3
日
試
合
を
行
っ
た
。
飫
肥
藩

邸
、
人
吉
藩
邸
、
大
洲
藩
邸
な
ど
で
も

試
合
を
行
い
、
各
藩
士
に
稽
古
を
つ
け

て
い
る
。
水
野
忠
邦
は
ひ
い
き
に
し
て

い
る
心
形
刀
流
の
伊
庭
軍
兵
衛
秀
業

に
大
石
進
種
次
の
技
を
習
得
さ
せ
た

か
っ
た
ら
し
く
、
伊
庭
は
大
石
出
府
の

直
前
に
柳
河
藩
邸
で
稽
古
す
る
許
可

を
え
て
お
り
、
初
め
て
大
石
が
水
野
忠

邦
の
前
で
そ
の
技
を
披
露
し
た
と
き

に
2
度
も
大
石
と
試
合
し
て
い
る
。
ま

た
大
石
は
伊
庭
軍
兵
衛
方
へ
も
出
向

き
稽
古
を
行
っ
て
い
る
。

大
石
進
種
次
の
子
種
昌
も
嘉
永
2

年
、
4
年
、
6
年
と
出
府
し
た
。
北
辰

一
刀
流
の
千
葉
栄
次
郎
や
鏡
新
明
智

流
の
桃
井
春
蔵
と
も
試
合
し
、
試
合
記

録
が
残
る
嘉
永
4
年
5
月
19
日
の
津

藩
邸
で
の
試
合
で
は
桃
井
に
圧
勝
し

て
い
る
。
吉
田
東
洋
の
「
送
大
石
種
昌

帰
筑
序
」
中
の
「
藤
堂
侯
聞
君
名
欲
試

之
、
乃
設
場
於
江
都
之
邸
、
大
招
致
四

方
剣
客
、
選
其
最
精
者
二
人
、
使
與
君

角
技
、
時
臨
場
會
観
者
亡
慮
八
諸
侯
、

自
是
君
名
遍
天
下
」
と
い
う
一
文
は
こ

の
試
合
を
言
う
。

種
昌
は
長
州
藩
と
土
佐
藩
へ
も
出

向
き
指
導
を
行
っ
た
。
長
州
藩
で
は
弘

化
2
年
に
約
1
ヶ
月
間
指
導
し
た
。
長

州
藩
の
記
録
で
あ
る
『
密
局
日
乗
』
に

は
「
其
技
も
妙
な
る
事
進
退
之
有
様
宛

か
も
猿
飛
蝶
舞
の
如
し
、
ま
た
早
り
雄

之
者
故
用
捨
も
な
く
敲
き
す
へ
候
ゆ

へ
藩
士
中
の
壮
氏
等
も
大
畏
縮
之
躰
、

耻
へ
し
耻
へ
し
実
ニ
萬
夫
不
當
之
若

者
と
ハ
斯
人
乃
事
な
ら
ん
か
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
土
佐
藩
へ
の
指
導
は
嘉
永

5
年
8
月
の
こ
と
で
約
2
ヶ
月
滞
在

し
た
。

大
石
進
父
子
に
よ
っ
て
そ
の
実
力

を
知
ら
れ
た
大
石
神
影
流
は
大
石
家

に
残
っ
た
『
諸
国
門
人
姓
名
録
』
に

記
さ
れ
た
他
藩
か
ら
の
入
門
者
は

４
０
４
名
に
の
ぼ
っ
た
。
ま
た
大
石
神

影
流
の
門
に
入
ら
ず
そ
の
影
響
を
受

け
た
者
は
数
多
い
。
大
石
進
種
次
は
自

日本武道学会中四国支部会理事
大石神影流剣術師範
森本　邦生
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大
石
進
種
次
の
も
と
で
剣
術
修
業
を

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
内
藤
は
大
石
進

種
次
が
江
戸
よ
り
帰
国
す
る
ま
で
は

柳
河
藩
の
家
川
念
流
の
各
師
範
の
指

導
を
受
け
、
そ
の
後
大
石
進
種
次
の
指

導
を
受
け
た
。
同
じ
く
新
陰
流
師
範
で

あ
る
平
岡
弥
三
兵
衛
の
子
息
2
名
も

入
門
、
片
山
流
剣
術
師
範
で
あ
る
北
側

辨
蔵
と
そ
の
子
甲
吉
も
入
門
し
て
い

る
。
来
嶋
又
兵
衛
も
こ
の
頃
に
入
門
し

た
。
長
州
藩
で
は
流
派
名
こ
そ
大
石
神

影
流
は
名
乗
ら
な
く
と
も
新
陰
流
の

内
藤
作
兵
衛
や
同
じ
く
平
岡
弥
三
兵

衛
、
片
山
流
の
北
側
辨
蔵
の
も
と
で
は

大
石
神
影
流
の
稽
古
道
具
が
用
い
ら

れ
試
合
稽
古
が
行
わ
れ
た
。
内
藤
作
兵

衛
の
門
人
で
あ
っ
た
桂
小
五
郎
や
高

杉
晋
作
な
ど
は
試
合
稽
古
に
お
い
て

大
石
進
種
次
の
孫
弟
子
で
あ
っ
た
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

長
州
藩
が
神
道
無
念
流
を
学
ぶ
よ

う
に
な
っ
た
の
は
天
保
12
年
か
ら
15

年
に
わ
た
る
長
州
藩
の
招
聘
に
よ
る

柳
河
藩
士
の
剣
槍
術
の
指
導
を
柳
河

藩
が
断
っ
て
か
ら
後
の
こ
と
で
あ
る
。

藩
士
の
萩
へ
の
派
遣
を
断
る
と
同
時

に
江
戸
藩
邸
の
師
範
に
よ
る
長
州
藩

士
へ
の
指
導
も
断
っ
て
い
る
。

大
石
神
影
流
と
土
佐
藩

土
佐
藩
は
他
流
試
合
の
導
入
に
後

れ
、
安
政
2
年
に
な
っ
て
や
っ
と
他
流

試
合
が
解
禁
さ
れ
た
。
こ
の
他
流
試
合

の
解
禁
に
は
大
石
神
影
流
の
土
佐
へ

の
導
入
と
大
石
進
種
昌
の
招
聘
の
影

響
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
。

土
佐
藩
で
初
め
て
大
石
進
種
次
に

入
門
し
た
の
は
中
村
の
樋
口
真
吉
で

あ
る
。
無
外
流
を
破
門
さ
れ
た
樋
口
真

吉
は
天
保
8
年
に
九
州
へ
廻
国
修
行

に
出
て
熊
本
の
新
陰
流
和
田
傳
兵
衛

に
入
門
す
る
も
の
の
す
ぐ
に
辞
し
て

柳
河
藩
に
到
り
大
石
進
種
次
に
入
門

し
た
。
約
1
ヶ
月
で
皆
伝
を
受
け
そ
の

後
大
石
神
影
流
は
土
佐
藩
へ
と
伝
わ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

先
述
し
た
よ
う
に
大
石
進
種
昌
は
嘉

永
５
年
に
土
佐
へ
赴
く
。
樋
口
真
吉
の

『
壬
子
漫
遊
日
記
』
に
「
与
石
山
孫
六
氏

同
径
九
州
てマ

マ

江
都
ニ
出
ン
ト
欲
ス
、〔
中

略
〕
山
崎
文
三
郎
・
桑
原
助
馬
両
士
亦

同
行
、
寺
田
忠
二マ

マ

氏
大
石
先
生
迎
ノ
為

ニ
出
ル
、
遠
近
生
文
学
ノ
為
ニ
出
ル
、

同
行
人
数
六
人
也
」
と
あ
る
よ
う
に
寺

田
忠
次
が
招
い
て
い
る
。
こ
の
と
き
一

刀
流
の
石
山
孫
六
は
大
石
進
種
次
に
入

門
し
、以
後
「
一
刀
流
兼
大
石
神
影
流
」

と
名
乗
っ
て
い
る
。

大
石
進
種
昌
は
土
佐
に
約
2
ヶ
月

滞
在
し
、
こ
の
時
に
吉
田
東
洋
や
後
藤

象
二
郎
ら
が
入
門
し
て
い
る
。
土
佐
藩

の
大
石
神
影
流
の
門
人
は
60
名
で
他

藩
の
門
人
の
中
で
は
一
番
多
い
。
こ
の

滞
在
中
に
武
市
半
平
太
と
ど
の
よ
う

な
接
点
が
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る

が
、
武
市
は
万
延
元
年
に
廻
国
修
行
を

行
っ
た
と
き
大
石
家
で
は
試
合
せ
ず

『
剱
家
英
名
録
』
に
「
論
武
」
と
の
み

記
し
て
い
る

河
田
佐
久
馬
と
大
石
神
影
流

河
田
佐
久
馬
は
代
々
鳥
取
藩
の
伏

見
留
守
居
役
を
務
め
る
家
に
生
ま
れ

た
。
家
伝
で
あ
っ
た
一
刀
流
を
学
ん
だ

後
に
は
じ
め
長
府
の
多
賀
虎
雄
に
大

石
神
影
流
を
学
び
、
文
久
2
年
大
石
進

種
昌
在
坂
中
に
直
接
大
石
家
門
人
と

な
っ
て
い
る
。
訪
ね
て
く
る
廻
国
修
行

者
の
英
名
録
に
は
「
一
刀
流
兼
大
石
神

影
流
」
と
記
し
た
。

勝
海
舟
と
大
石
神
影
流

坂
本
龍
馬
の
学
問
の
師
勝
海
舟
の

剣
術
の
師
は
中
津
藩
出
身
の
島
田
虎

之
助
で
あ
る
。
島
田
は
中
津
藩
で
一
刀

流
を
修
め
江
戸
で
男
谷
精
一
郎
に
入

門
し
た
。
江
戸
に
出
る
ま
で
に
九
州
を

廻
国
修
行
し
て
い
る
が
こ
の
時
大
石

進
種
次
に
入
門
し
そ
の
名
が
『
諸
国
石

門
人
姓
名
録
』
に
の
こ
っ
て
い
る
。
ま

た
勝
海
舟
の
又
従
兄
弟
の
男
谷
精
一

郎
は
天
保
3
年
に
大
石
進
種
次
と
試

合
し
た
の
ち
、
大
石
の
突
き
技
を
取
り

入
れ
た
。
柳
河
藩
士
笠
間
恭
尚
が
天
保

７
年
に
記
し
た
『
他
流
試
合
口
並
問

對
』
に
は
「
当
時
男
谷
先
〔
中
略
〕
突

も
用
ひ
ら
る
。
諸
手
突
、
片
手
突
と
も

に
有
之
」
と
あ
る
。
男
谷
精
一
郎
と
大

石
進
種
次
は
天
保
3
年
の
試
合
後
に

は
親
交
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

お
わ
り
に

幕
末
の
剣
術
に
流
派
を
問
わ
ず
大

き
な
変
革
を
与
え
た
大
石
神
影
流
剣

術
は
現
在
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
武

道
は
行
動
の
学
問
で
あ
り
想
像
だ
け

で
は
実
態
は
わ
か
ら
な
い
。
興
味
を
も

た
れ
た
方
は
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

https://kanoukan.jim
dofree.com

/

大石家蔵『諸国門人姓名録』（長州藩）

大石家蔵『諸国門人姓名録』（土佐藩）

高鍋藩大石神影流師範石井寿吉の『英名録』
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す
な
わ
ち
正
し
い
歴
史
の
評
価
な
ど
と
は

無
関
係
に
、
後
世
の
人
々
か
ら
「
好
ま
れ
る

歴
史
上
の
人
物
」
が
居
て
、
そ
こ
に
は
「
敗

者
の
物
語
」が
あ
る
と
言
え
る
。
勝
者
は
ず

る
賢
い
か
ら
勝
者
で
あ
り
、
敗
者
は
純
粋
善

良
だ
か
ら
敗
者
な
の
だ
と
い
う
構
造
だ
。
勝

者
は
勝
っ
た
の
だ
か
ら
歴
史
的
に
正
し
い
し
、

敗
者
は
歴
史
的
に
も
敗
者
で
あ
る
と
い
う
考

え
方
は
自
然
科
学
の
進
化
論
に
あ
る
「
適

者
生
存
」
を
援
用
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
し

か
し
そ
れ
と
は
正
反
対
の
気
持
ち
が
後
世
の

人
間
を
し
て
敗
者
を
応
援
さ
せ
る
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
が
い
き
過
ぎ
れ
ば
「
勝
者
こ
そ
悪

で
あ
り
、
敗
者
の
方
が
善
だ
」
と
な
り
が
ち

だ
。
人
間
が
「
そ
う
思
う
心
理
」
に
こ
そ

意
味
が
あ
る
。

「
歴
史
を
客
観
的
に
観
る
」な
ど
は
生
身

の
人
間
に
は
不
可
能
な
の
だ
（
客
観
的
な
フ

リ
を
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
）。
人
間
は
歴

史
上
の
人
物
の
誰
か
を
ヒ
イ
キ
し
、
そ
の
人

物
に
自
分
自
身
の
心
を
投
影
す
る
生
き
物

な
の
で
あ
る
。

高知県立坂本龍馬記念館・現代龍馬学会
〒 781-0262 高知市浦戸城山 830

TEL（088）841- 0001　FAX（088）841- 0015
mail:gendai-ryoma@kochi-bunkazaidan.or.jp

北海道龍馬会の村田拓一でございます。私は、道産子と言われ
る札幌生まれ、札幌育ちの５代目です。そんな地元北海道を龍馬さ
んは、新しい日本の発展ための夢の島であると感じ、死の直前に至
るまで、北海道開拓への情熱を失うことなく、４回も挫折しても挑戦し
つづけた島だということです。その龍馬さんが、来たかった北海道に
龍馬さんと同じ夢を持った人たちが根付き道産子となり、開拓し発展
させてきました。私の先祖は明治１３年頃に北海道に憧れ、熊本から
島根の浜田経由で札幌（新琴似）に入植しました。産業発展のため
新琴似大根を栽培・漬物加工して、販売を行ったり、教育、芸能、
信仰が必要とのことで学校設立、新琴似歌舞伎の創設、寺の開基、
神社の神主をしたりしていました。現在、その北海道の開拓という歴
史や精神の継承と食の大切さを伝えるため小学校の授業として、新
琴似大根を栽培した１３２年前と同じ場所で播種から収穫までを行っ
ています。また、坂本家の方 も々龍馬さんの夢を受け継ぐように渡道。
北見、広尾、札幌、旭川、浦臼、釧路、函館などに足跡を残しまし
た。今年の９月１７日に、直寛さんに縁のある旭川で龍馬ｗｏｒｌｄ ＩＮ 旭川
が開催されます。皆さま、坂
本家や道産子たちが、どの
ように夢の大地北海道を開
拓および発展させてきたの
かをこの龍馬ｗｏｒｌｄに参加
して、自分の目と耳で感じ、
見つけ出してください。皆さ
ま方がおいでになる事を心
からお待ちしております。

「龍馬と道産子たちの夢海道」
北海道龍馬会　会長

村 田　拓 一
讃岐龍馬会塩飽社中　事務局長

野 藤　等

“ 話してみるかよ ”

こ
ぼ
れ
話
ー

犬
歩
棒
当
記
（
四
十
八
）
ー

敗
者
の
歴
史
学

― 丸亀城と龍馬 ―

宮
川

禎
一

日
本
史
の
読
者
が
歴
史
の
勝
者
を

あ
ま
り
誉
め
ず
、
敗
者
の
方
に
心
を

寄
せ
る
気
分
を
源
義
経
の
故
事
か
ら

「
判ほ

う
が
ん
び
い
き

官
贔
屓
」
と
言
う
。
歴
史
上
の
功

績
は
武
家
社
会
を
始
め
た
源
頼
朝
が
抜

群
な
の
だ
が
、
大
衆
心
理
は
兄
の
頼
朝
か

ら
疎
ま
れ
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
弟
の

義
経
が
「
可
哀
そ
う
」
な
の
で
あ
る
。
頼

朝
は
物
語
の
主
人
公
に
は
な
ら
な
い
が
、

義
経
は
「
義
経
記
」「
勧
進
帳
」
な
ど
の

物
語
や
芝
居
で
お
お
い
に
称
揚
さ
れ
て
き

た
。
こ
の
流
れ
が
楠
木
正
成
や
新
田
義
貞

や
柴
田
勝
家
や
明
智
光
秀
や
真
田
幸
村

や
大
石
内
蔵
助
や
徳
川
慶
喜
や
松
平
容

保
や
近
藤
勇
や
土
方
歳
三
な
ど
の
「
敗
者

の
物
語
」
に
な
る
の
だ
。

筆
者
が
得
意
と
す
る
平
安
時
代
の
藤

原
道
長
は
歴
史
的
に
は
重
要
と
思
う
が
、

そ
の
人
生
ほ
ぼ一度
も
敗
け
た
こ
と
が
な
い

の
で
大
河
ド
ラ
マ
の
主
人
公
に
は
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。
幕
末
維
新
の
関
係
者
で
も

そ
の
最
期
が
非
業
で
あ
っ
た
坂
本
龍
馬
や

大
村
益
次
郎
や
西
郷

隆
盛
や
大
久
保
利
通

に
は
ド
ラ
マ
化
の
意
味

が
あ
る
が
、
生
き
延
び

て
明
治
の
政
財
界
で

栄
達
し
、
畳
の
上
で
亡

く
な
っ
た
人
物
に
は
あ

ま
り
思
い
入
れ
が
湧

か
な
い
の
も
現
実
だ
。

木曽義仲墓
（滋賀県大津市義仲寺、
この隣に松尾芭蕉の墓がある）

ご先祖が設立に拘わった小学校での食育授業

丸亀城天守は、全国の現存 12 天守の一つで、最小である。石
垣は、4 重、合わせて高さ60 ｍと全国一を誇る。平成 30 年、その
一角が崩落して、現在修復工事が進行中である。

丸亀藩は、生駒、山崎、京極と３代が治めた。以下、地元の城郭
研究家から聴いた話である。山崎家治が、築城の名人で再建。天
守の礎の石垣の両端が少し反上がっているのは、幕府の許可を得て
いる。瀬戸内海を航行するキリシタンを監視する役目があったという。

文久元年、坂本龍馬が城下の矢野道場に剣術詮議に来た。司馬
遼太郎『竜馬がゆく』の「萩へ」の中で、「城は蓬莱城といわれ、
小さいがなかなか姿がいい。」と竜馬がつぶやいている。

本丸まで登ると、北に内海と塩飽諸島が眺められる。1250 石、650
人の人

にんみょう

名による自治が認められた御用船方の島々が点在している。
幕末、咸臨丸の水夫 50 名のうち 35 名が塩飽の水主（かこ）であっ
た。咸臨丸は日本を離れる前、水夫が別れを惜しむために本島に寄
港している。

少し西に目をやると佐柳島が見える。咸臨丸の水夫の一人で、後
に亀山社中・海援隊の隊士になった佐柳高次の故郷である。

『追跡！坂本龍馬』（菊池明　PHP 研究所）によると、龍馬は、
丸亀沖の瀬戸内海を9 回も航行している。

三の丸の西側に、吉井勇の歌碑が立っている。初めて目にしたと
き、すぐ龍馬を連想した。勇の祖父は吉井幸輔（友実）で、龍馬
を大切にした薩摩藩士である。

龍馬亡き後、長岡謙吉率いる新海援隊が塩飽と小豆島を鎮撫し
た。本部は城下の遍照寺白蓮社に置かれた。その後、海援隊は解
散。最近、山門右に石柱「海援隊解散の地」が建立された。

コラム・龍馬のこと




